
 
 

Ⅰ 弓削商船高等専門学校専攻科の設置目的 
 
 高等専門学校における教育の基盤の上に、精深な程度において商船及び工業に関する高度な専門的知

識及び技術を教授研究し、もって広く産業の発展に寄与する人材を育成することを目的とする。 
 

Ⅱ 学習・教育目標 
 
本校における早期専門教育や実験・実習などの実践的教育によって培われた中堅技術者としての能

力・素養を基礎として、大学卒業生とは異なる実践的能力に裏打ちされた創造力、技術開発能力あるい

は商船学・工学的センスをもつ高度な実践的専門技術者を養成する。 
本専攻科は海上輸送システム工学専攻（航海系・機関系）、生産システム工学専攻（機械工学系・情報

工学系）からなる。２専攻とも、実際のシステムの運用・管理や開発能力、「ものづくり」に必要な基礎

理論の応用力を身につけた実践的な技術者の育成を目標としている。 
 
１ 海上輸送システム工学専攻 
本専攻は、「海上輸送システムや船舶機関システムに関する分野を中心とした専門的な技術を教育し、

システムの運用、開発、商船学・工学的センスを身につけた実践的な海事管理技術者の育成」を目指し

ている。 
（１）航海系 
本科航海コースでの実践的船舶運航技術に加え、海上輸送システムやマネージメントに関連する共通

（航海系、機関系）の専門教育を行い、さらに運航管理や海事シミュレーション、海運、法規などの航

海系の密度の濃い専門教育を行い、幅広い国際的視野を持った実践的な技術者の育成を目指している。 
（２）機関系 
本科機関コースでの実践的船舶運航技術に加え、海上輸送システムやマネージメントに関連する共通

（航海系、機関系）の専門教育を行い、さらに機関、制御、エネルギー変換、コンピュータ、材料など

の機関系の濃い専門教育を行い、幅広い独創的開発能力を持った実践的な技術者の育成を目指している。 
 
２ 生産システム工学専攻 
本専攻は、「機械・情報系を中心とした複合的工業分野における専門的な知識と技術を教育し、瀬戸内

海地域に貢献できるものづくりやシステム開発の能力と国際感覚をもつ実践的専門技術者の育成」を目

指している。 
（１）機械工学系 
本校における数学、力学や情報などの機械工学に関する基礎知識に加え、コンピュータ支援技術（Ｃ

ＡＥ）や機械制御技術を会得するための高度数値解析技術や制御技術に関する講義と実験・実習を組み

合わせて教授・研究し、課題解決の実行力と独創的な創造力を有する技術者を育成することを目指して

いる。 
（２）情報工学系 
本校における実践的技術者教育の上に、精深で高度な情報工学とその関連技術を教授・研究し、コン



 
 

ピュータを中心とした情報システムのソフトウエア・ハードウエア・ネットワークの研究開発に貢献す

る人材を育成することを目指している。 
 情報工学の基礎となる数学と情報科学、情報技術の基礎となる工学の体系及び情報技術者に必要な関

連技術を教授し、個性と創造性を育て、国際的な視野に立った研究開発技術者を育成することを目指し

ている。 
 

Ⅲ 概要 
 

１ 専攻科の体制 
校長のもとに、専攻科委員会を設置し、専攻科長、各主事、副専攻科長（２名）、専攻科を担当する教

員の中から校長が指名する者にて組織し、専攻科の運営を行う。 
 

２ 諸規則・諸規程 
• 弓削商船高等専門学校規則に基づく。 
• この手引書にないことがらについては、本科の規則、規程を準用する。 

 
３ 年間計画 

• 専攻科２年間の主な日程・行事は、海上輸送システム工学専攻は表１、生産システム工学専攻

は表２のとおりである。 
• 年間の行事計画は、別途配布する。 

 
２年間の主な日程・行事 

 

表１ 海上輸送システム工学専攻 

 月 学 校 行 事 等 備    考 

一
年
次 

１０月上旬  
１１月上旬  
１２月下旬  
 ２月中旬  
 ４月上旬  
 ７月下旬  
 ８月上旬  
 ８月中旬  
 ９月下旬  

入学式、オリエンテーション、前期始業 
パネル発表会（商船祭） 
冬季休業（～１月上旬） 
前期試験、終業 
後期始業 
後期試験 
特別研究中間発表会、終業 
夏季休業（～９月下旬） 
英語キャンプ 

 
 
 
 
 
 
 

二
年
次 

１０月上旬  
１１月上旬  
１２月下旬  
 ２月上旬  
 ４月上旬  

 
 ６月中旬  
 ７月下旬  
 ８月上旬  
 ８月中旬  
 ９月中旬  

前期始業 
パネル発表会（商船祭） 
冬季休業（～１月上旬） 
前期試験、終業（中旬） 
後期始業、中国・四国地区専攻科生研究交流会 
 
 
特別研究最終審査発表会、後期試験 
特別研究論文提出、終業 
夏季休業（～９月下旬） 
修了式 

進路相談・斡旋 
 
 
 
学位授与申請（申請書、学修成果な
どの提出） 
小論文試験（学修成果の審査） 
 
 
 
学位授与決定通知 



 
 

表２ 生産システム工学専攻 

 月 学 校 行 事 等 備    考 

一
年
次 

４月上旬 
７月下旬 
８月中旬 
９月下旬 

１０月上旬 
１１月上旬 
１２月下旬 
 ２月中旬 
 ２月下旬 

入学式、オリエンテーション、前期始業 
前期試験 
夏季休業（～９月下旬） 
英語キャンプ 
後期始業 
パネル発表会（商船祭） 
冬季休業（～１月上旬） 
後期試験 
特別研究中間発表、終業 

 
 
 
 
 
 
進路相談・斡旋 

二
年
次 

 ４月上旬 
４月下旬 

 ７月下旬 
 ８月中旬 
９月下旬 

１０月上旬 
１１月上旬 
１２月中旬 
１２月下旬 
 ２月上旬 
 ２月中旬 
 ３月中旬 

前期始業 
中国・四国地区専攻科生研究交流会 
前期試験 
夏季休業（～９月下旬） 
 
後期始業 
パネル発表会（商船祭） 
 
冬季休業（～１月上旬） 
特別研究最終審査発表会、後期試験 
特別研究論文提出 
修了式 

 
 
 
 
学位授与申請（申請書、学修成果
などの提出） 
 
小論文試験（学修成果の審査） 
 
 
 
学位授与決定通知 

 

Ⅳ 履修要領 

 

高専の本科は学年制であるが、専攻科は大学と同じ単位制であるところが本科とは大きく異なるので

注意すること。 

 

１ 修了要件 

(1)  専攻科の修業年限は２年である。ただし４年を超えて在学することはできない。 

(2)  休学期間は通算して２年を越えることはできない。なお、休学の期間は上記の修学年 

限及び在学期間には算入されない。 

(3)  専攻科を修了するためには、２年以上在学し、６２単位以上を修得すること。 

 

２ 授業時間と単位 

(1)  １単位時間は５０分を標準とし、４５時間の学修を必要とする内容で構成している。 

講義      ： １５時間を１単位とする 

演習、ゼミ   ： ３０時間を１単位とする 

実験、特別研究 ： ４５時間を１単位とする 

(2)  講義、演習、ゼミについては予習・復習・自主的学修が必要であり、授業はこのことを前提に

進める。 

 

 

 

 



 
 

３ 専攻科修了に必要な授業区分別修得単位 

以下の表に示す単位を修得する必要がある。 

 

表３ 海上輸送システム工学専攻 

授業区分 開設単位数 
修得すべき 

単 位 数 

専門基礎科目 

必修 １４ １４ 

選択 － － 

合計 １４ １４ 

専門科目 

必修 ２２ ２２ 

選択 ３７ ２６以上 

合計 ５９ ４８以上 

合   計 ７３ ６２以上 

 

表４ 生産システム工学専攻 

授業区分 開設単位数 
修得すべき 

単 位 数 

専門基礎科目 

必修 １４ １４ 

選択 － － 

合計 １４ １４ 

専門科目 

必修 ２２ ２２ 

選択 ５０ ２６以上 

合計 ７２ ４８以上 

合   計 ８６ ６２以上 

 
４ 講義履修モデル及び学位授与機構の区分 

• 各専攻の学位認定を受けるには、履修モデル及び学位授与機構の区分に示された科目を履修す

る必要があるので注意すること。 
• 授業時間割は、別に定める。 
• 特別研究、演習、実験などは、副専攻科長及び特別研究指導教員と相談のうえ実施すること。 
• 各専攻の講義履修モデル及び学位授与機構の区分は付録２に示す。 

 
５ 特別研究 
（１）趣旨 

• 専攻科で最も重要と考えている授業科目である。専門知識の総合化と深化を図り、自発的問題

解決に向けて広い視野から理論的、実践的に考究、実行する能力と創造的技術開発能力を育成

することを目指している。 
• 研究成果は、関連学会及び関係論文集等に積極的に発表することを目標とし、プレゼンテーシ



 
 

ョン能力、コミュニケーション能力の向上を図ること。 
（２）研究課題 

• 研究課題及び方法は指導教員と相談のうえ決定し、学生が主体的に取り組むこと。 
 
６ 履修手続き、試験、成績評価、再履修 
（１）履修手続き 

• 各学期の講義ガイダンス期間の最終日またはその翌日に受講科目履修届を提出する。 
（２）試験 

• 試験は、各学期末に実施する。 
• 追試験は、正当な理由（傷病、忌引等）で試験が受験できなく、追試験願を提出し、許可され

た場合に実施する。 
（３）成績評価 

• 出席日数が４／５以上の者に対して評価を行う。 
• 成績の評価は「シラバス」に表示された方法で行う。 
• 評点、評価及び単位認定は 100 点法により評価し以下のとおりとする。 

 

評 価 

 

評 点 100点～80点 79点～70点 69点～60点 59点以下 

評 語 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

判 定 合   格 不合格 

• 授業完了報告書の提出前に成績を学生に伝えて、成績評価に関する学生からの意見申立の機会

をもつ。 
（４）再履修 

• 成績が不合格になった授業科目は、再履修することができる。 
 


